
≪目次≫P1…失語症者向け意思疎通支援事業開講にあたって  P２-5…失語症者向け意思疎通支援事業の様子 

P6…令和 2年度春季都道府県士会会長会議報告     P7…認知症対策推進委員会の発足後活動履歴   

P8…施設紹介（山梨県こころの発達総合支援センター・介護老人保健施設ひばり苑） 

P9…COVID-19について考える 2          P10…理事会報告      P11…各局からのお知らせ・編集後記 

 

山梨県失語症者向け意思疎通支援事業開講にあたって                 

 

山梨県失語症者向け意思疎通支援事業運営委員会 委員長 赤池三紀子 

（湯村温泉病院） 
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令和 2年 9月 12日より、第 1回山梨県失語症者向け意思疎通支援者養成講習会がスタートしました。受講申し

込み者は定員 10名に対し、予想をはるかに超えた 37名、当運営委員会としては文字通り嬉しい悲鳴でした。受

講者は、圏域、年齢層、職業等を検討し、県内 10地域から 16名を決定しました。講習会の前には事前説明会を

実施し、この養成が講習を受けるだけでなく修了者は県に名簿登録され来年度以降に派遣されることに加えて、40

時間の講義や実習などのカリキュラムについても詳しく説明し、来年 3月までの長期にわたる養成事業への受講目

的や意志の確認を行いました。このような過程を踏まえ第 1回講習会に 16名全員が臨みました。 

第 1回講習会では講習開始に先立ち、開講式を執り行いました。事業主催である山梨県障害福祉課古澤課長、運

営委託先である当会内山会長、この事業の実施決定にあたりご支援をいただいた県議会議員から、受講者の皆様に

ご挨拶とエールをいただきました。この後いよいよ 3時間の講習でしたが、受講者以上に講師も非常に緊張した時

間となりました。 

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため当会や会場のガイドラインに沿った対策を取りながら、失語

症当事者との実習（28時間）の内容設定が一番の課題となります。また、当事者の確保だけでなく講師の言語聴覚

士も国の指導者養成研修を修了した 7 名では足りません。当会独自の伝達講習を受講した会員 25名にも補助業務

を担っていただきたく、今後のご協力をよろしくお願いいたします。 
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第 1回講習会 

9 月 12日 

写真：2020 年 9月 18 日山梨日日新聞より 
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 受講者の紹介 

・受講者：16名（女性 14名、男性 2名）      ・居住地 

甲府市 ４名 

笛吹市 ３名 

南アルプス市 ２名 

上野原市 １名 

甲斐市 １名 

中央市 １名 

都留市 １名 

韮崎市 １名 

北杜市 １名 

西八代郡 １名 

 
 

 

 

 

 

 

 

※公務員：保健福祉部 

地域包括支援センター 

総合福祉センター 

 

【受講動機(抜粋)】 

・仕事で失語症の方と関わる機会があるが、コミュニケーションが上手くいかず困ることがあ

り勉強したいと思った。又、日々の生活の中でも何か手助けできることがあればと思った。 

・家族に失語症者がおり、失語症についての知識や支援方法を知りたかった。支援する必要性

を感じており、この制度が発展していくことを望んでいる。 

・６年前に失語症友の会に参加したことがあり、機会があればまた関わりたいと思っていた。

失語症について理解し、正しい知識を学んでおきたいと思った。 

・意思疎通支援が必要な方、身体に障害を持つ方に対しての災害時の支援活動を学んでいるた

め必要性を感じて受講を希望した。 

・定年を機に今まで培った看護の知識、経験を生活の場で活かしてみたい。 

・以前から言語聴覚士の仕事に関心がありその役割の大切さを感じていた。失語症についての

理解を深めお役に立てればと思った。 

50代6名

60代4名

40代3名

30代2名

70代1名

年 齢

看護師

4名

介護福祉士

3名
公務員

3名

介護支援専

門員

2名

訪問ヘルパー

1名

会社役員1名

パート1名

自営業1名 職 業
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≪8月 29日事前説明会の様子≫ 
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≪開講式と第 1回講習会（9月 12日）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

≪第 2回講習会（9月 26日）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県障害福祉課講義 

講義用アクリル板消毒 

グループワーク・情報交換会 

開講式：山梨県会議員挨拶 

参列者と受講生の紹介 

講義の様子 

配 布 資 料 
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≪運営委員からひとこと≫ 

赤池三紀子（2017年指導者養成研修終了）：前代未聞のコロナ禍の中で、今までの生活様式が難しい今年に

山梨県でもやっとこの事業が実施の運びとなりました。このような情勢の中でも事業開催ができるのは当会

の今までの失語症啓発活動の賜と思います。コロナニモマケズ、受講者ニモマケズ、第 1回の重圧ニモマケ

ズに進みますので、会員の皆様もぜひご支援をお願いいたします。 

河西裕子（2018年指導者養成研修終了）：当初の予想をはるかに超えるご応募をいただき、身の引き締ま

る思いで開講式を迎えました。皆様の関心の高さに、この事業の意義、県士会としての責任を改めて感じて

います。コロナ禍での運営は難しい面も多々ありますが、受講者の熱意にこたえられるよう、3月まで運営

委員一丸となって取り組んでいきたいと思います。 

吉澤由香（2018年指導者養成研修終了）：山梨県においても念願であった本事業が開始され、山梨県の県民

の皆様にも失語症の正しい理解が進むことを強く願うとともに、地域で暮らす失語症の方々がより暮らしや

すい社会に近づくよう、第 1期生 16名とともに 3月まで力強く歩んでいきます。会員の皆様にもどうぞお

力添えを頂きますようよろしくお願いいたします。 

池神多加子（2019 年指導者養成研修終了）：失語症友の会設立から 2 年、新たな一歩を踏み出すことがで

き期待に胸がふくらむ一方で責任の重さを感じています。“当事者は支援者に何を望むのか？”“支援者は何

ができるのか？” 熱い想いを確かな力に変えられるよう受講者 16 名と共に悩み考えながら前へと進んで

いきたいと思います。 

坂井李菜（2019年指導者養成研修終了）：受講者の方々は、年代、地域、職業と様々ですが、失語症のあ

る方の力になりたいという思いは同じです。受講者、指導者同士もコミュニケーションをとりながら、失語

症のある方の生活を支えられるよう頑張りたいと思います。 

舟越あゆみ（2020年指導者養成研修終了予定）：16名の受講者の皆様が失語症者向け意思疎通支援者にな

るという熱い想いを絶やすことなく、養成講習会を受講・修了できるよう、運営委員の皆様と共に精一杯尽

力して参りたいと思います。地域で暮らす失語症当事者の方々がその方らしく幸せに生きられるよう、修了

者が当事者のもとに派遣され個々に添った支援へと繋がるように、一歩一歩、頑張っていきたいと思います。 

市川奈弥（2020年指導者養成研修終了予定）：山梨県内の失語症の方々にとって、生活の質・生活範囲が大

きく拡がる可能性のある、STにとっても夢のような事業であることを実感しています。失語症の方々が安心

して派遣事業を活用することができるように、皆さんと一緒に学んでいきたいと思います。 
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令和 2年度春期都道府県士会会長会議報告 

 

 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会 副会長  赤池 洋 

 （山梨大学医学部附属病院） 

  

令和 2年 7月 11日（土）に都道府県士会会長会議が開催されました。今回は新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響でオンライン開催となり、慣れない環境下ではありましたが、

深浦会長の挨拶、各部・委員会より報告・説明、最後には 7月豪雨の被災県士会より被災

状況の報告がありました。内容は以下の通りです。 

 

1. 新型コロナ特別支援金として新型コロナウイルス感染拡大の事態を受け、各士会で行

われている対応（例：オンライン会議システムの購入など）への支援を行う（事務部）。 

2. 会場参加型研修会における感染防止ガイドラインが作成され、各都道府県士会におい

て研修会を再開する場合に活用する（安全対策部）。 

3. 施設マスター登録への協力依頼があった。現状では会員施設の統計データの集計や国

への要望事項に必要なデータが収集できないなどの支障をきたしている。2年前から周

知を図っているが未登録の施設が多い。士会としても未登録施設への協力をお願いし

たい（深浦会長）。 

4. 協会員と県士会員との一致に関するアンケート調査への協力依頼があった。今年度の

定時社員総会にて「協会正会員は都道府県士会員であるという」項目が定款に追加さ

れた。地域支援事業の拡大が進み、都道府県士会の果たす役割が益々重要となり、協

会と都道府県士会との連携が一層求められるため、現時点の都道府県士会への入会状

況、士会の考えを把握するためにアンケート調査を実施する（深浦会長）。 

5. 都道府県士会における講座・研修会はオンライン開催で可能。基礎プログラム「症例

検討・発表」もオンライン開催で可能。専門講座は 2020年度内に過去の専門講座の

一部をオンライン開催する予定（生涯学習部）。 

6. 令和 2 年度失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修はオンライン開催での実施が

決まった（深浦会長）。 

  

今後の協会活動の関しては協会ホームページや情報誌 STANDUPをご参照ください。今

年度は新型コロナウイルスの影響で多くの事業が今までと異なる環境下で行われると思わ

れますが、今後も協会と結束しながら事業展開をしてまいります。 
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写真左上：家族会代表田村氏講演会、右上：認知症サポーター養成講座 

左下：笛吹市介護予防事業「やってみるじゃん」、右下：昭和町認知症カフェ「言いっぱなし聞きっぱなしカフェ」 

認知症対策推進委員会の発足後活動履歴 
 

 

認知症対策推進委員会 委員長  山田 徹  

（笛吹中央病院） 

 

認知症対策推進委員会は、平成 30年度に山梨県リハビリテーション専門職団体協議会に認知症対策

推進委員会が設置されたことを機に、当士会にも委員会が設置されました。 

県内各市町村の認知症施策への参画、認知症家族の会との交流をはじめ、認知症サポーター養成講座

開催、講演会・勉強会の企画開催を主な活動としています。 

発足初年度は委員会メンバーが 3名と少ない中での活動となりました。県内各市町村の認知症施策・

介護予防事業を調べることや、自治体で行っている認知症カフェに積極的に参加し、言語聴覚士の役割

をアピールすることから活動を始めていきました。徐々に自治体や家族会との交流も増え、口腔フレイ

ルや難聴といった言語聴覚士からの視点で認知症の方への接し方や環境調整、予防的アプローチを知る

ことができたと、多くの方に興味を持っていただくことができました。活動 2年目の年には、県内 2

市町から介護予防事業や認知症カフェへの講師依頼があり、地域での活動の場が広がっています。 

研修会の企画では、新たな試みとして、当事者の立場からの視点を学ぶ機会として、認知症の人と家

族の会山梨県支部代表の田村氏をお招きしての講演会も開催しました。 

委員会の研修会などを通じて、活動に賛同して頂いた会員もメンバーに加わり現在では 6名で委員会

活動を行っています。 

 3年目となる今年は、コロナ禍で活動自粛となってしまい地域での活動の場が減っている状況です。

しかし、自粛下の中でも自治体や地域住民では、認知症施策や認知症者への関わりを絶やさないよう力

強く活動を継続しています。 

我々言語聴覚士も感染症予防を図りながら、これまで築き上げてきた行政・地域住民とのつながりを

絶やさないよう引き続き委員会活動を継続していきたいと考えています。会員に向けては、地域の状況

や認知症施策についての学びの場を提供できるよう研修会・勉強会の企画開催も行っていきたいと考え

ていますので、今後とも委員会活動にご理解ご協力お願い申し上げます。 
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施設紹介 

 

 

山梨県立こころの発達総合支援センター 

角田 美奈 

 

 こころの発達総合支援センターは心の問題を抱えた子ども、

発達の偏りや遅れなどのあるご本人やご家族、支援者の方々

を支援する専門機関です。以前は、甲府市北新の福祉プラザ

内にありましたが、今年３月、甲府市住吉の子どものこころ

サポートプラザに移転しました。 

 スタッフは、医師、保健師、看護師、社会福祉士、精神保

健福祉士、心理士、臨床検査技師、作業療法士といった多職種からなります。言語聴覚士の

配置は今年度からで、言語聴覚士業務の確立を目指している段階です。現在の業務は主に発

達障害者・児の支援で、親担当の場合は保護者からの聞き取り、関係機関とのやりとり等を

行います。子担当の場合は遊びや心理検査等で、発達面の

評価を行います。 

当センターは、リハの実施等の直接支援ではなく、市町

村や関係機関との連携の中での間接支援を原則としてい

るため、県士会会員の皆さまとやりとりさせていただく機

会も多いかと思います。よろしくお願い致します。 

 

 

医療法人武川会介護老人保健施設ひばり苑  

リハビリテーション科  長阪 佳奈 

 

ひばり苑は、昭和町飯喰にある武川病院に隣接する病院併設型の介護老人保健施設です。

長期入所（定員 53床）・ショートステイ（空床利用）・デイケア（定員 20名）・訪問リハビ

リテーション・居宅介護支援事業所の５つの介護サービスを軸に高齢者の皆様の自立と在宅

生活を支援しています。当苑は、老健の中では小規模施設でありながら PT・OT・ST が常

勤で在籍し、職種間連携をとても大切にしています。また、利用者とのコミュニケーション

に重点を置き、利用者の生活背景やニーズを丁寧に評

価し、目標達成に向けた自由度の高い個別・集団プロ

グラムを組み立てながら、退所後の生活を見据えた支

援を実践するよう努めています。庭には大きな桜の木

が３本あり、その先には南アルプスの山々が広がるな

ど季節を感じられる景色もあり、利用者と一緒に散歩

や会話を楽しみながら、チームケアを大切に日々のリ

ハビリテーションに取り組んでいます。 
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COVID-19 について考える ２ 

 

スタッフルームにおける工夫 
山梨県立中央病院  中嶋 崇博 

 

昨年度より続く、新型コロナウイルス感染症に対する対応に関して、病院毎に苦慮されていることと思いま

す。当院では、新型コロナウイルス感染症への対応として、リハビリテーション科のスタッフルームにパーテ

ーションの設置を行いました。当初はプラスチック段ボールを用いて行っていましたが、設置に伴い、お互い

の顔が十分に見えない状況下でのコミュニケーションになる等のデメリットもあり、現在は透明アクリル板

を用いたパーテーションへ変更しました。プラスチック製のものに比べると高価になってしまいますが、設置

後の清掃も容易に可能であり、スタッフ間の顔の見えるコミュニケーションを継続した上で、感染予防・安心

感の確保にも繋がるという部分では大きなメリットがあると考えています。現在、感染の第 2 波といわれて

おり、日々対応を変化させながら診療に臨まなくてはいけない現状かと思います。これからのWithコロナの

時代を安全にかつ、今までの機能を失うことなく、いかに新しい生活様式に適応していけるかが重要となりま

す。この透明アクリル板のように、明るい光が差し込むことを祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石和共立病院       

原田 史佳 

 

 

 

私は 4 月から訪問リハビリをしています。経験不

足の緊張感と、ご自宅へ伺う緊張感と、そのような中

感染対策も気をつけなければならず、様々な緊張感

の中業務をしていたように思います。夏の暑い日の

マスクは息苦しくて本当に大変でした。 

日頃から密な場所へ出掛けることも少ないので、

それ程私生活に影響は無いと思っていましたが、買

い物ひとつでも「もし感染したら･･･」と気を使いな

がら、淡々と日々を過ごしてきました。職場の人たち

と食事会等もほとんどなくなり、大きい声でゲラゲ

ラ笑ったり、そういう感情の変化も少なくなったよ

うに思います。我々医療従事者は感染した場合の周

囲への影響が大きいため、見えない小さなストレス

は少しずつ溜まっているかもしれません。変化のあ

る生活の中で、少し人々の心が暗くなっている印象

もありますので、こういう時だからこそ、優しさを忘

れずに笑顔で過ごしていきたいと思っています。 

 

湯村温泉病院  

大柴 慎之助 

 

 

 

当院ではスタッフ全員同室で昼食を食べていまし

た。経験年数が浅い私は毎日肩身が狭く、早く食べ終

われる食事内容にしていました。今年 3 月からは感

染対策のため 1～2 名毎に昼食を食べることとなり

ホッとした矢先、私は不運にも一番恐い ST と同室

になってしまい更に食が進まない日々を過ごしてい

ます。笑うのはここまでで 1 番違うことは科内の症

例検討会を積極的に開催し先輩方からのアドバイス

を参考に学習に取り組めている環境だと思います。

COVID の環境で外部の研修会が減っているからこ

そ、こぴっと自己研鑽に努めていきたいと思います。 
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第１回 理事会議事録  

日  時：令和２年４月10日（金）18時39分～20時32分 

出席理事：内山、赤池(三)、池神、市川、佐々木、髙橋、河西 

委任状出席：赤池（洋）、桂川、中嶋、山田、吉澤    

欠席理事：小池、元木 

＜報告事項＞ 

１．第12回理事会議事録の確認を行った。 

２．令和２年度定時社員総会議案書ならびに役員・部員名簿の最終確認を

行った。 

 

第２回 理事会議事録 

日  時：令和２年５月14日（木） 19時27分～20時09分 

出席理事：内山、赤池(三)、池神、石垣、佐々木、髙橋、舟越、河西 

委任状出席：赤池(洋)、市川、桂川、中嶋、元木、山田、吉澤 

出席監事：武井徳子（委任状）  

＜協議事項＞ 

１．代表理事について協議した結果、全員一致で、内山量史を選定した。

内山量史代表理事は定款の規定により会長に就任した。 

２．協議の結果、副会長に赤池三紀子、赤池洋が選任された。 

＜報告事項＞ 

１．会員への情報提供、事務局への送付物、会員動向について報告された。 

２．法人県民税、法人市民税の納入、会費の納入状況について報告された。 

３．会報編集・HP管理部より、ニュースレターの進捗状況、HP更新状

況について報告された。 

４．失語症友の会「ふじやま」運営委員会より、第１回運営委員会につい   

て報告された。 

 

第３回 理事会議事録  

日  時：令和２年６月３日（水） 19時00分～21時12分 

方  法：ZoomシステムによるWeb会議 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、石垣、市川、桂川 

佐々木、髙橋、中嶋、舟越、元木、山田、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．学術講演会、生涯学習基礎講座、症例検討会、小児領域勉強会の開催

に関しては、８月以降のコロナ禍の状況により検討していくこととな

った。 

２．新卒者研修については、８月以降に集合開催できるか、新型コロナ感

染拡大の状況により検討していく。また、オンラインで行う場合に備

え、新入会員のネット環境に関してヒアリングを行っていくこととな

った。 

３．令和２年度外来リハ・訪問リハ・訪問看護・通所リハ・通所介護に関

する実態調査は、新型コロナウイルスによる影響により通常のリハが

提供できていない状況が散見されるため、今年度は実施しないことが

決定した。 

４．県立図書館へ「MCI・認知症のリハビリテーション Assistive 

Technology による生活支援」、「にほんごがこんなふうにみえたの

よ!～39歳で脳出血! オレの片マヒ&失語な日常～」の２冊を寄贈す

ることが決定した。 

５．「失語症全国大会 inやまなし」については、コロナ禍の現状において 

名義後援および協賛金・プログラム広告費の依頼等の渉外活動が難し

いこと、参加者やスタッフの健康面・安全面が最優先であること、感

染防止策を講じての歌唱や体操、レクリエーションの実施は難しいこ

と等を勘案し、次年度以降の延期が決定した。 

今後、メールや電話で延期の連絡、延期のチラシ作成、関係者・関係

機関へのチラシ送付の作業を行っていくことが決定した。 

＜報告事項＞ 

１．令和2年度一般社団法人日本言語聴覚士協会定時社員総会で  

当会代議員2名が書面評決を行ったことが報告された。 

２．第3回山梨県リハ専門職合同学術大会の開催延期（日程未定） 

が報告された。 

３．令和２年度山梨県失語症者向け意思疎通支援事業について 

県と協定を締結したことが報告された。 

４．今後の部会、委員会の活動については、オンラインの使用な 

ど出来ることを模索していくこととなった。 

 

第４回 理事会議事録  

日  時：令和２年７月17日（木） 19時04分～21時09分 

方  法：ZoomシステムによるWeb会議 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、石垣、市川、桂川、佐々木、

髙橋、中嶋、舟越、山田、吉澤、河西 

欠席理事：元木 

＜協議事項＞ 

１．今年度の基礎講座は、昨年度未実施の２講座を1講座ずつ 

甲府市東公民館大ホールにて開催することが決定した。 

２．学術講演会の代替案について再検討していくこととなった。  

３．症例発表のマニュアルを作成することが決定した。 

４．新卒者研修については、オンラインで行うことが決定し、前 

半に座学、後半に実技を行うこととなった。 

５．災害時の安否確認の運用について、グーグルフォームを活用し、県士    

会のホームページから回答する方向で進めていくことが決定した。完     

成後に会員向けに予行演習を行うこととなった。 

６．令和２年度失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修は、オンライン   

にて開催され、市川理事、舟越理事の2名が参加することが決定した。 

＜報告事項＞ 

１．法人変更登記の完了、県士会封筒の作成、山梨JRAT拠出金ならび

にリハ専門職団体協議会拠出金の納付が報告された。 

２．自由民主党山梨県連合会への令和３年度県政・国政への要望事項の提    

出、クローバーの会への賛助会費納付、こども夢プロジェクトへの法      

人会費の納付が報告された。 

３．意思疎通支援事業受講者募集チラシと募集要項を 2000 部印刷し、

約1700部を関係機関に送付したことが報告された。 

 

 

第１・２回：春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 会議室  

第３・４回： Web会議 

議 長：内山量史 

書 記：坂井李菜、高橋里実、佐藤淳貴 

議事録作成：河西祐子 





 


